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東
日
本
大
震
災
以
降
、
超
円
高
が
と

ま
ら
な
い
。
震
災
直
後
に
つ
け
た
戦
後

最
高
値
の
１
ド
ル
＝
76
円
25
銭
か
ら
は
、

い
っ
た
ん
値
を
戻
し
た
も
の
の
、
７
月

に
入
る
と
70
円
台
が
定
着
し
、
再
び
最

高
値
更
新
を
窺
う
勢
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

2
0
1
0
年
９
月
17
日
に
ジ
ェ
ト
ロ

が
発
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
日
本
企

業
の
採
算
為
替
レ
ー
ト
は
１
ド
ル
＝
93
・

4
円
で
あ
り
、80
円
割
れ
と
い
う
現
在
の

水
準
は
、ま
さ
に
超
円
高
で
あ
る
。
本
来
、

為
替
相
場
は
一
国
の
経
済
力
を
反
映
す

る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
東
日
本
大
震
災

に
被
災
し
、
生
産
活
動
に
大
打
撃
を
受

け
た
日
本
の
円
は
、
大
幅
に
下
落
し
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。
な
ぜ
逆
に
円
高

に
動
い
て
い
る
の
か
、
疑
問
に
思
う
方

も
多
い
だ
ろ
う
。

　

超
円
高
の
理
由
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ

の
政
府
債
務
問
題
や
景
気
回
復
の
遅
れ
、

ギ
リ
シ
ャ
の
債
務
危
機
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ

と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

が
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
ユ
ー
ロ

圏
の
金
融
政
策
を
比
較
す
れ
ば
、
現
在
の

為
替
の
動
向
は
、
残
念
な
が
ら
不
思
議
な

こ
と
で
は
な
い
。

物
価
水
準
と
為
替
相
場

　

為
替
相
場
は
、一
国
の
経
済
力
を
反
映

す
る
通
知
表
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
日

本
は
、
戦
後
１
ド
ル
＝
3
6
0
円
の
固
定

相
場
か
ら
出
発
し
た
（
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ

体
制
）が
、
国
力
か
ら
す
れ
ば
、
当
初
は
大

変
な
円
高
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
復
興
、
そ
し

て
高
度
成
長
を
果
た
し
、
１
ド
ル
＝

3
6
0
円
で
は
円
安
と
み
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
1
9
7
1
年
に
１
ド
ル
＝

3
0
8
円
に
改
定
さ
れ（
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
体
制
）、
や
が
て
固
定
相
場
を
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
1
9
7
3
年
、

先
進
各
国
は
変
動
相
場
制
に
移
行
し
た
。

　

経
済
力
と
言
っ
て
も
抽
象
的
だ
が
、
為

替
相
場
と
密
接
に
関
連
す
る
具
体
的
な

経
済
指
標
と
し
て
は
、
物
価
水
準
や
貿

易
収
支
が
あ
る
。「
購
買
力
平
価
」
と
い

う（
現
実
の
も
の
で
は
な
い
）
理
論
的
な

為
替
レ
ー
ト
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
で
１
ド
ル
で
買
え
る
も
の
が
、
日

本
で
は
い
く
ら
で
買
え
る
か
、
と
い
う

こ
と
で
換
算
し
た
為
替
レ
ー
ト
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
１
ド
ル
の
も
の
が
日
本
で

1
0
0
円
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
購
買
力

平
価
は
１
ド
ル
＝
1
0
0
円
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
発
表
し
て
い

る
購
買
力
平
価
は
、
2
0
1
0
年
の
デ

ー
タ
で
１
ド
ル
＝
1
1
1
円
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
見
て
も
、
現
在
の
為
替
レ
ー
ト

が
異
常
な
円
高
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

貿
易
収
支
と
為
替
相
場

　

次
に
貿
易
収
支
で
あ
る
が
、
仮
に
為

替
取
引
が
貿
易
の
た
め
だ
け
に
行
わ
れ

て
い
る
と
し
た
ら
、
為
替
相
場
は
貿
易

収
支
が
ゼ
ロ
に
な
る
水
準
で
決
定
さ
れ

る
。
日
本
企
業
が
輸
出
し
て
、
代
金
を

ド
ル
で
得
た
場
合
、
そ
の
ド
ル
を
円
に

換
え
よ
う
と
思
え
ば
、
円
を
売
っ
て
ド

ル
が
欲
し
い
人
に
売
る
ほ
か
な
い
が
、

貿
易
取
引
の
た
め
だ
け
と
い
う
前
提
に

立
て
ば
、
そ
の
よ
う
な
人
は
日
本
の
輸

入
業
者
か
、
日
本
に
輸
出
し
て
代
金
を

円
で
得
た
人
だ
け
で
あ
る
。
日
本
か
ら

輸
出
し
た
人
と
、
日
本
に
輸
入
し
た
人
、

こ
の
両
者
が
持
っ
て
い
る
ド
ル
と
円
を

交
換
す
る
わ
け
な
の
で
、
日
本
か
ら
ど

ん
な
に
多
く
の
も
の
を
輸
出
し
、
日
本

へ
の
輸
入
が
ど
ん
な
に
少
な
か
ろ
う
と
、

貿
易
収
支
は
ゼ
ロ
に
な
る
。
例
え
ば
、

日
本
か
ら
の
輸
出
を
ド
ル
建
て
で
、
日

本
へ
の
輸
入
を
円
建
て
で
行
う
と
仮
定

し
て
、日
本
か
ら
の
輸
出
額
が
１
兆
ド
ル
、

日
本
へ
の
輸
入
額
が
50
兆
円
だ
っ
た
と

す
る
。
輸
出
業
者
は
１
兆
ド
ル
を
円
に
、

輸
入
業
者
は
50
兆
円
を
ド
ル
に
交
換
し

よ
う
と
す
る
の
で
、１
兆
ド
ル
＝
50
兆
円
、

１
ド
ル
＝
50
円
に
な
る
は
ず
で
、そ
の
場

合
、
輸
出
額
も
50
兆
円
に
な
り
、
貿
易
収

支
は
ゼ
ロ
と
な
る
。

　

実
際
に
そ
う
な
ら
な
い
の
は
、
貿
易

に
よ
る
実
需
以
外
の
、
投
資
の
た
め
の

外
貨
需
要
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
国
際
収
支
は
、
貿
易
収
支
な
ど
の
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経
常
収
支
と
、
投
資
収
支
な
ど
の
資
本

収
支
と
に
分
類
さ
れ
る
。
経
常
収
支
、

資
本
収
支
、
そ
し
て
外
貨
準
備
増
減
と

誤
差
脱
漏
を
足
し
合
わ
せ
る
と
、
収
支

は
必
ず
ゼ
ロ
に
な
る
。
投
資
収
支
に
は
、

直
接
投
資
も
含
ま
れ
る
が
、
証
券
投
資

な
ど
の
金
融
資
産
の
取
引
の
方
が
金
額

と
し
て
は
大
き
い
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
貿
易
収
支
が

直
接
為
替
レ
ー
ト
に
影
響
を
与
え
る
効

果
は
大
き
く
な
い
が
、
政
治
的
な
圧
力

と
い
う
か
た
ち
で
、
為
替
レ
ー
ト
に
影

響
を
与
え
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

　

1
9
8
5
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
は
、
ア

メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
、
な
か
で
も
対
日

赤
字
が
膨
張
す
る
中
で
、
国
際
協
調
に

よ
っ
て
円
高
誘
導
を
図
る
も
の
で
あ
っ

た
。
最
近
の
中
国
・
元
に
対
す
る
変
動

相
場
制
へ
の
移
行
圧
力
も
、
値
動
き
に

制
限
の
あ
る
管
理
変
動
相
場
制
か
ら
、

完
全
変
動
相
場
制
に
移
行
さ
せ
、
元
引

き
上
げ
を
促
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
日
本
政
府
が
実
施
す
る
円
売

り
・
ド
ル
買
い
介
入
も
、
需
給
調
整
に

よ
る
円
高
是
正
と
い
う
よ
り
は
、
日
本

政
府
の
意
思
を
市
場
に
伝
え
る
政
治
的

圧
力
で
あ
る
。

人
件
費
と
為
替
相
場

　

1
9
8
5
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
お
い

て
、
円
高
誘
導
の
正
当
性
の
根
拠
と
さ

れ
た
の
は
、
日
本
の
製
造
業
の
人
件
費
の

安
さ
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の

人
件
費
を
1
0
0
と
す
る
と
、
日
本
は

60
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
日
米
の
製
造
コ

ス
ト
の
差
を
な
く
す
た
め
に
は
１
ド
ル

=

1
6
8
円
程
度
に
円
高
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
プ
ラ
ザ
合
意
以

降
、
日
米
の
製
造
業
の
人
件
費
格
差
は
、

ア
メ
リ
カ
を
1
0
0
と
し
て
、
日
本
の

人
件
費
は
お
お
む
ね
80
～
1
2
0
の
範

囲
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。
人
件
費
の
違

い
も
、
政
治
的
な
圧
力
を
通
じ
て
、
為

替
レ
ー
ト
に
影
響
を
与
え
得
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
降
の
金
融
政
策

　

物
価
水
準
の
違
い
は
、
現
実
の
為
替

レ
ー
ト
が
適
正
水
準
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
材
料
と
な
る
し
、
貿
易
収
支
は
、

政
治
的
圧
力
を
通
じ
て
、
為
替
レ
ー
ト

に
影
響
を
与
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

時
々
刻
々
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
に
直

接
の
影
響
を
与
え
る
の
は
、
各
国
の
金

融
政
策
で
あ
る
。
各
国
の
金
融
政
策
の

違
い
が
、
金
融
資
産
の
取
引
に
影
響
を

与
え
、
そ
れ
が
為
替
レ
ー
ト
を
変
化
さ

せ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
が
金
融
緩
和
を
行
い
、
日

体
的
に
は
、
金
融
機
関
・
企
業
・
家
計

の
保
有
す
る
現
金
と
、
金
融
機
関
が
中

央
銀
行
に
保
有
す
る
当
座
預
金
の
総
額
）

の
供
給
を
拡
大
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
発
生
半
年
後
の
2
0
0
9
年
３
月
に

は
、
2
0
0
8
年
９
月
に
比
べ
1

・

8

倍
の
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
供
給
し
て

い
る
。
2
0
1
0
年
３
月
に
量
的
金
融

緩
和
は
い
っ
た
ん
中
止
さ
れ
る
が
、
そ

れ
で
も
た
だ
ち
に
金
融
引
き
締
め
に
は

入
ら
ず
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
供
給

量
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
0
年
11
月
か
ら
は
第
２
次
量
的

金
融
緩
和
（
Ｑ
Ｅ
２
）
が
実
施
さ
れ
、

2
0
1
1
年
７
月
の
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー

ス
は
、2
0
0
8
年
９
月
の
３
倍
と
な
っ

て
い
る
。
Ｑ
Ｅ
２
は
2
0
1
1
年
６
月

本
が
金
融
引
き
締
め
を
行
え
ば
、
こ
れ

は
円
高
要
因
と
な
る
。
両
国
が
と
も
に

金
融
緩
和
を
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ

う
が
大
規
模
な
金
融
緩
和
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
も
や
は
り
円
高
要
因
と
な
る
。
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
超
円
高
も
、
こ

の
金
融
政
策
の
違
い
に
よ
っ
て
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
対
応
す
る
た

め
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ユ
ー
ロ
圏
と
も

量
的
金
融
緩
和
に
踏
み
切
っ
た
が
、
そ

の
規
模
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。（
図

表
１
）

　

ア
メ
リ
カ
の
中
央
銀
行
で
あ
る
Ｆ
Ｒ

Ｂ（
連
邦
準
備
制
度
）は
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
発
生
直
後
か
ら
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー

ス
（
経
済
活
動
の
源
と
な
る
資
金
。
具
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01・08年９月 ６カ月後 12カ月後 18カ月後 24カ月後 30カ月後

（2001年9月または2008年9月＝100）

日本（同時多発テロ時）

日本（リーマンショック時）

アメリカ（リーマンショック時）

ユーロ圏（リーマンショック時）

（注）	 1.	 2001年9月または2008年9月を100としたマネタリーベースの水準の
		  比較。月数は2001年9月または2008年9月からの月数を表す。
　	 2.	マネタリーベースは、家計・企業・金融機関が保有する現金と、
		  金融機関が中央銀行に保有する当座預金の総額。
	 3.	アメリカ連邦準備制度、欧州中央銀行、日本銀行資料より金属労協政策企
		  画局で作成

図表１ 各国の金融緩和の度合
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ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
自
体
は
、
４
月
以
降
、

逆
に
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
対

応
し
た
量
的
金
融
緩
和
は
き
わ
め
て
小
規

模
な
も
の
に
止
ま
っ
た
。
マ
ネ
タ
リ
ー

ベ
ー
ス
の
量
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生

す
る
ま
で
、
2
0
0
8
年
９
月
の
1
・
2

倍
以
上
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
、
ユ
ー
ロ
圏
と
比
較
し
て
、
量
的
金

融
緩
和
が
過
少
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

2
0
0
1
年
９
月
の
同
時
多
発
テ
ロ
に
対

応
し
て
日
銀
が
行
っ
た
量
的
金
融
緩
和
に

比
べ
て
も
、過
少
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

為
替
レ
ー
ト
は
、
2
0
0
8
年
９
月
に

１
ド
ル
＝
1
0
6
・
7
5
円
、１
ユ
ー
ロ

＝
1
5
3・
2
5
円
だ
っ
た
の
が
、2
0
1

1
年
７
月
に
は
１
ド
ル
＝
79
・
4
7
円
、

１
ユ
ー
ロ
＝
1
1
3
・
5
2
円
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
間
、一
本
調
子
で
円
高
だ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
ド
ル
に
対
し
て
円
高

が
進
行
し
た
の
は
、

①
2
0
0
8
年
９
月
～
0
9
年
１
月

②
2
0
0
9
年
４
月
～
0
9
年
11
月

③
2
0
1
0
年
４
月
～
1
0
年
10
月

④
2
0
1
1
年
４
月
～

の
４
期
間
、
ユ
ー
ロ
に
対
し
て
円
高
が
進

行
し
た
の
は
、

①
2
0
0
8
年
９
月
～
0
9
年
２
月

②
2
0
0
9
年
６
月
～
1
0
年
６
月

③
2
0
1
0
年
10
月
～
1
0
年
12
月

④
2
0
1
1
年
４
月
～

と
い
う
同
じ
く
４
期
間
で
あ
る
が
、
ど
ち

ら
の
場
合
も
、
③
を
除
い
て
日
米
、
日
欧

の
金
融
緩
和
の
違
い
が
拡
大
し
た
時
期
と

一
致
し
て
い
る
。

　

2
0
1
1
年
に
入
っ
て
か
ら
の
金
融

緩
和
の
違
い
と
為
替
レ
ー
ト
の
動
向
を
示

し
た
の
が
、
図
表
２
と
３
で
あ
る
が
、
こ

の
ふ
た
つ
が
完
全
に
連
動
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

日
米
欧
の

金
融
政
策
の
違
い

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
日
米
欧
の

金
融
政
策
を
比
較
す
る
と
、

①
ア
メ
リ
カ
は
大
胆
な
金
融
緩
和
を
行

い
、
緩
和
終
了
後
も
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス

の
量
を
維
持
し
て
い
る
。

②
ユ
ー
ロ
圏
は
、
大
幅
な
金
融
緩
和
を

行
っ
た
が
、
比
較
的
早
期
に
マ
ネ
タ
リ
ー

ベ
ー
ス
の
量
を
抑
制
し
て
い
る
。

③
日
本
の
金
融
緩
和
は
き
わ
め
て
小
さ

か
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に
は
金
融
緩

和
を
行
っ
た
が
、
す
ぐ
に
引
き
締
め
に
転

じ
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
う
し
た
金
融
政
策
の
違
い
は
、
ア
メ

リ
カ
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
発
生
源
で

あ
る
こ
と
、
日
本
の
金
融
機
関
が
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
原
因
と
な
っ
た
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
関
連
の
金
融
資
産
を
も

と
も
と
抱
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
の
落
ち
込
み
は
、

に
終
了
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
も
マ
ネ
タ

リ
ー
ベ
ー
ス
の
量
は
維
持
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
景
気
回
復
の
遅
れ
に

伴
っ
て
、
Ｑ
Ｅ
３
実
施
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
、
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
ユ
ー
ロ
圏
で
は
、
マ
ネ
タ
リ
ー

ベ
ー
ス
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
発
生

４
カ
月
後
の
2
0
0
9
年
１
月
に
、

2
0
0
8
年
９
月
の
1
・
3
倍
に
拡
大

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
緩
和
と
引
き
締

め
を
繰
り
返
し
、
2
0
1
0
年
６
月
に

は
2
0
0
8
年
９
月
の
約
1
・
5
倍
程
度

と
な
っ
て
い
た
が
、
同
年
10
月
以
降
は
、

1
・
2
倍
程
度
の
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｂ（
欧
州
中
央
銀
行
）は
、2
0
1
1

年
４
月
、
７
月
と
２
度
に
わ
た
っ
て
政
策

金
利
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
る
が
、
マ

図表 3　金融緩和と為替相場の動向（対ユーロ）

（注）	 1.	金融緩和の度合は「日本のマネタリーベース（2011年１月＝100）÷
		  アメリカ・ユーロ圏のマネタリーベース（同）」｡
	 2.	したがって、100より低い場合は日本のほうが金融緩和の度合が小さく、
		  100より高い場合は日本のほうが度合が大きい。
	 3.	為替相場も2011年１月を100とした。
	 4.	アメリカ連邦準備制度､欧州中央銀行､日銀､日本経済新聞資料より
		  金属労協政策企画局で作成

図表 2　金融緩和と為替相場の動向（対ドル）
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料

日
本
が
一
番
大
き
く
、
こ
の
間
、
日
本
で

は
デ
フ
レ
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
結
果
的
に
日
本
の
金
融
緩
和
が

不
十
分
だ
っ
た
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な

い
。中

央
銀
行
の
基
本
的
な

ス
タ
ン
ス
を
反
映

　

日
米
欧
の
こ
う
し
た
金
融
政
策
の
違
い

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
銀
行
の
基
本
的
な

ス
タ
ン
ス
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
建
国
以
来
の
経
済
危
機
と

い
え
ば
、
1
9
2
9
年
に
始
ま
っ
た
大
恐

慌
な
の
で
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
デ
フ
レ
を
強
く
警

戒
し
て
い
る
。「
暗
黒
の
木
曜
日
」
が
大

恐
慌
に
深
刻
化
し
た
の
は
、
経
済
危
機
の

最
中
に
金
融
引
き
締
め
を
行
う
と
い
う
、

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
失
敗
が
原
因
だ
っ
た
の
で
、
な

お
さ
ら
で
あ
る
。
F
R
B
の
バ
ー
ナ
ン

キ
議
長
は
、
日
本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の

い
わ
ゆ
る
「
失
わ
れ
た
10
年
」
に
お
け
る

日
銀
の
金
融
政
策
に
つ
い
て
、
詳
細
な
分

析
を
行
っ
て

お
り
、
そ
れ

が
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以

降
の
金
融
政

策
に
反
映
さ

れ
て
い
る
。

　

一
方
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
の

影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
の

最
大
の
経
済
危
機
は
、
第
１
次
世
界
大
戦

後
の
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
な
の
で
、
ド
イ

ツ
連
銀
は
世
界
最
強
の
イ
ン
フ
レ
・
フ
ァ

イ
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ

の
基
本
姿
勢
も
イ
ン
フ
レ
阻
止
が
最
重
要

視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、1
9
7
3
年
の
第
１
次
石

油
危
機
の
際
の
狂
乱
物
価
、
そ
し
て
1
9

8
0
年
代
後
半
の
資
産
イ
ン
フ
レ
→
バ

ブ
ル
経
済
が
、
政
治
的
な
圧
力
に
よ
る
過

度
な
金
融
緩
和
が
原
因
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
や
は
り
イ
ン
フ
レ
警
戒
型
の
金
融

政
策
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

狂
乱
物
価
は
、
第
４
次
中
東
戦
争
に
よ

る
原
油
価
格
急
騰
が
原
因
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
が
、
第
１
次
石
油
危

機
勃
発
の
直
前
に
は
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー

ス
の
増
加
率
は
前
年
比
で
実
に
40
％
台
に

達
し
て
い
た
。
台
風
が
来
る
直
前
に
窓
を

す
べ
て
開
け
放
し
て
い
た
わ
け
で
、
被
害

が
甚
大
と
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
苦
い
経
験
が
あ
れ
ば
、
日
銀

が
過
度
な
イ
ン
フ
レ
警
戒
姿
勢
を
持
っ
て

い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た

民
間
の
側
で
も
、
デ
フ
レ
を
通
じ
て
非
効

率
な
企
業
が
淘
汰
さ
れ
れ
ば
、
経
済
が
強

く
な
る
と
考
え
る「
清
算
主
義
」を
支
持

す
る
者
が
少
な
く
な
く
、
日
銀
の
姿
勢
を

容
認
す
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定

で
き
な
い
。

　

強
い
イ
ン
フ
レ
警
戒
姿
勢
に
よ
る
過
少

な
金
融
緩
和
は
、
超
円
高
と
デ
フ
レ
を
招

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
再
生
に
向
け
て

金
融
緩
和
を

　

わ
が
国
再
生
の
た
め
に
は
、
わ
が
国
の

基
幹
産
業
た
る
金
属
産
業
の
復
活
が
不

可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ま

ま
超
円
高
を
放
置
し
て
い
れ
ば
、
電
力
料

金
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
増
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）

を
は
じ
め
と
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協

定
）
締
結
の
遅
れ
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
こ

こ
数
年
高
ま
っ
て
い
た
国
内
生
産
重
視

の
流
れ
が
反
転
し
、
国
内
生
産
拠
点
と
国

内
雇
用
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

　

為
替
相
場
は
わ
が
国
の
政
策
だ
け
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、

わ
が
国
が
円
高
方
向
の
政
策
を
採
っ
て
い

て
、
円
高
を
是
正
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
わ
が
国
の
も
の
づ
く
り
産
業

が
引
き
続
き
世
界
市
場
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
金
融
政
策
を

含
め
、
行
う
べ
き
政
策
は
す
べ
て
実
行
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　

中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
の
台
頭

に
よ
り
、
資
源
価
格
が
上
昇
し
や
す
い
状

況
に
あ
り
、
こ
う
し
た
中
で
金
融
緩
和
を

行
う
こ
と
は
確
か
に
リ
ス
ク
が
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
イ
ン
フ
レ
発
生
の
兆
候
が

あ
れ
ば
、
ま
た
そ
の
時
点
で
適
切
に
判
断

す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た

フ
ァ
イ
ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
こ
そ
が
中
央
銀

行
の
役
割
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
に
し
な
い

と
い
う
だ
け
の
金
融
政
策
で
は
な
く
、
産

業
や
雇
用
の
長
期
的
な
動
向
を
見
据
え
た

政
策
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
2
0
1
1

年
８
月
、
日
本
は
単
独
で
ド
ル
買
い
介
入

を
行
い
、
日
銀
も
金
融
緩
和
策
を
発
表
し

た
が
、
市
場
か
ら
の
評
価
は
得
ら
れ
ず
、

円
高
修
正
に
至
っ
て
い
な
い
。
2
0
0
0

年
代
前
半
の
量
的
金
融
緩
和
と
は
異
な

り
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
拡
大
を
明
確

に
示
唆
す
る
も
の
で
な
く
、
日
銀
に
よ
る

「
資
産
買
入
等
の
基
金
」
の
増
額
と
い
う

内
容
だ
っ
た
の
で
、
現
実
に
ど
れ
だ
け
資

金
が
供
給
さ
れ
る
か
不
明
確
で
、
む
し
ろ

消
極
的
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
た
可
能

性
も
あ
る
。

　

政
府
・
日
銀
は
、
円
高
是
正
・
デ
フ
レ

脱
却
ま
で
は
金
融
緩
和
を
継
続
す
る
こ
と

を
市
場
に
対
し
明
確
に
約
束
し
、
実
際
の

行
動
で
そ
れ
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。︻
な
お
本
稿

の
考
え
方
は
、金
属
労
協
の
討
議
方
針
に

沿
っ
て
い
ま
す
が
、
公
式
見
解
を
示
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︼

政
策
・
制
度
解
説
コ
ー
ナ
ー
　

超
円
高
是
正
へ
の
道


